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１．平成２５年３月期中間期の連結業績（平成２４年４月１日～平成２４年９月３０日）

（注） 金額及び株式数は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入によって表示しております。

（１）連結経営成績 また、マイナスの場合は△表示しております。以下の諸表も同様であります。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期中間期

24年3月期中間期
（参考）

円 銭 円 銭

25年3月期中間期

24年3月期中間期

（２）連結財政状態

百万円 ％ 円 銭

25年3月期中間期 3.0 736

24年3月期 － －
（参考）

２．配当の状況

(基準日）

円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ―

24年3月期 ― 6 00 6 00

３．種類株式の配当の状況

(基準日）

円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ―

24年3月期 ― 48 00 48 00

－
自己資本 25年3月期中間期 11,687 百万円 24年3月期 － 百万円

6411,687

１ 株 当 た り 配 当 金

－ －

１ 株 当 た り

純 資 産
総 資 産 純 資 産 自己資本比率

１株当たり中間純利益
潜在株式調整後

１株当たり中間純利益

１ 株 当 た り 配 当 金

中 間 期 末 期 末 年 間

－
包括利益 25年3月期中間期 △5,311 百万円 24年3月期中間期 － 百万円

中 間 期 末 期 末 年 間

百万円

392,345

－

－ －

－ － － －

△366 26 －

53,869 － △3,755

－ －

－

－

△3,334 －

平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

平成２４年１１月３０日

経 常 収 益 経 常 利 益 中間純利益
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

４．その他
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 有

② ①以外の会計方針の変更 無

③ 会計上の見積りの変更 有

④ 修正再表示 無

（注）詳細につきましては、P.9「会計方針の変更等」をご参照下さい。

（３）発行済株式数（普通株式）
①期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期中間期 株 株
②期末自己株式数 25年3月期中間期 株 株
③期中平均株式数（中間期） 25年3月期中間期 株 株

（４）発行済株式数（甲種優先株式）
①期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期中間期 株 株
②期末自己株式数 25年3月期中間期 株 株
③期中平均株式数（中間期） 25年3月期中間期 株 株

（５）その他
平成25年3月期中間期より子会社である朝日火災ビジネス・サービス株式会社の重要性が増したため、

連結財務諸表を作成しております。

（個別業績の概要）
１．平成２５年３月期中間期の業績（平成２４年４月１日～平成２４年９月３０日）

（注） 金額及び株式数は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入によって表示しております。

（１）経営成績 また、マイナスの場合は△表示しております。以下の諸表も同様であります。

百万円 ％ 百万円 ％ ％

25年3月期中間期 ( ) ( ) ( )

24年3月期中間期 ( ) ( ) ( )

百万円 ％ 円 銭

25年3月期中間期 ( ) 87

24年3月期中間期 ( ) 49

（２）財政状態

百万円 ％ 円 銭

25年3月期中間期 80

24年3月期 25
（参考）

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、

金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。

392,304 11,670 3.0 734

397,678 17,163 4.3 1,323
自己資本 25年3月期中間期 11,670百万円 24年3月期 17,163百万円

百万円

１株当たり

△367

１ 株 当 た り

純 資 産
自己資本比率総 資 産 純 資 産

△507 △155.2 △55

19,874 △3,055

△3,349 －

増 減 率 中間純利益
中間純利益 (

対 前 期
)

19,381 △2.5 △3,777 －

保 険 料 増 減 率 増 減 率
経 常 利 益 (

対 前 期正 味 収 入
(

対 前 期
)

△208.30.1 △2,155

保険引受利益

－

百万円

△3,678 －

0 24年3月期 0
2,084,000 24年3月期中間期 2,084,000

)

9,104,382 24年3月期中間期 9,148,706

2,084,000 24年3月期 2,084,000

9,290,000 24年3月期 9,290,000
213,772 24年3月期 174,572
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（単位：百万円）

期 別

科 目

9,753

158,000

169

36

194,290

7,238

1,241

5,521

7,323

8,967

△196

392,345

373,708

( 12,576 )

( 361,132 )

2,964

2,955

525

368

132

132

2

380,657

5,153

4,965

1,287

△151

11,254

433

433

11,687

392,345負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

株 主 資 本 合 計

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

純 資 産 の 部 合 計

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 合 計

資 本 金

責 任 準 備 金 等

そ の 他 負 債

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

賞 与 引 当 金

繰 延 税 金 負 債

価 格 変 動 準 備 金

（ 純 資 産 の 部 ）

株 主 資 本

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

資 産 の 部 合 計

有 価 証 券

貸 付 金

有 形 固 定 資 産

負 債 の 部 合 計

（ 負 債 の 部 ）

保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金

特 別 法 上 の 準 備 金

コ ー ル ロ ー ン

買 入 金 銭 債 権

無 形 固 定 資 産

そ の 他 資 産

金 銭 の 信 託

中 間 連 結 貸 借 対 照 表

当中間連結会計期間
(平成24年9月30日)

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（単位：百万円）
期 別 当中間連結会計期間

（自 平成24年4月1日
科 目 至 平成24年9月30日）

53,869
48,138

( う ち 正 味 収 入 保 険 料 ) ( 19,381 )

( う ち 収 入 積 立 保 険 料 ) ( 26,101 )
( う ち 積 立 保 険 料 等 運 用 益 ) ( 2,652 )

( う ち 為 替 差 益 ) ( 2 )

5,697
( う ち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ) ( 2,595 )

( う ち 有 価 証 券 売 却 益 ) ( 5,713 )

( う ち そ の 他 運 用 収 益 ) ( 41 )
( う ち 積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替 ) ( △2,652 )

34
57,624
46,996

( う ち 正 味 支 払 保 険 金 ) ( 10,808 )

( う ち 損 害 調 査 費 ) ( 675 )
( う ち 諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ) ( 4,019 )

( う ち 満 期 返 戻 金 ) ( 30,324 )

( う ち 契 約 者 配 当 金 ) ( 126 )

( う ち 支 払 備 金 繰 入 額 ) ( 176 )

( う ち 責 任 準 備 金 等 繰 入 額 ) ( 852 )
( う ち そ の 他 保 険 引 受 費 用 ) ( 12 )

5,724
( う ち 金 銭 の 信 託 運 用 損 ) ( 1 )

( う ち 有 価 証 券 売 却 損 ) ( 1,643 )

( う ち 有 価 証 券 評 価 損 ) ( 4,039 )

( う ち そ の 他 運 用 費 用 ) ( 40 )

4,883
20

( う ち そ の 他 の 経 常 費 用 ) ( 20 )

△3,755
80
80

価 格 変 動 準 備 金 戻 入 額 ( 80 )

2
不 動 産 動 産 処 分 損 ( 2 )

△3,676
38

△380
△342

△3,334
△3,334

税 金 等 調 整 前 中 間 純 損 失 （ △ ）

法 人 税 及 び 住 民 税 等

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

少数株主損益調整前中間純損失（△）

中 間 純 損 失 （ △ ）

そ の 他 経 常 費 用

経 常 損 失 （ △ ）
特
別
損
益
の
部

特 別 利 益

特 別 法 上 の 準 備 金 戻 入 額

特 別 損 失

中 間 連 結 損 益 計 算 書

経

常

損

益

の

部

経 常 収 益

保 険 引 受 収 益

資 産 運 用 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

保 険 引 受 費 用

資 産 運 用 費 用

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（単位：百万円）

期 別 当中間連結会計期間

（自 平成24年4月1日

科 目 至 平成24年9月30日）

△3,334

△1,976

△1,976

△5,311

△5,311

－

（ 内 訳 ）

親 会 社 株 主 に 係 る 中 間 包 括 利 益

少 数 株 主 に 係 る 中 間 包 括 利 益

中 間 連 結 包 括 利 益 計 算 書

少数株主損益調整前中間純損失（△）

そ の 他 の 包 括 利 益

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金

そ の 他 の 包 括 利 益 合 計

中 間 包 括 利 益
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（単位：百万円）

期 別 当中間連結会計期間

（自 平成24年4月1日

科 目 至 平成24年9月30日）

株主資本

資本金

当期首残高 5,153
当中間期変動額

当中間期変動額合計 －
当中間期末残高 5,153

資本剰余金

資本剰余金

当期首残高 4,965
当中間期変動額

当中間期変動額合計 －
当中間期末残高 4,965

利益剰余金

利益剰余金

当期首残高 4,776
当中間期変動額

剰余金の配当 △154
中間純損失（△） △3,334
当中間期変動額合計 △3,489

当中間期末残高 1,287
自己株式

当期首残高 △139
当中間期変動額

自己株式の取得 △11
当中間期変動額合計 △11

当中間期末残高 △151
株主資本合計

当期首残高 14,755
当中間期変動額

剰余金の配当 △154
中間純損失（△） △3,334
自己株式の取得 △11
当中間期変動額合計 △3,501

当中間期末残高 11,254
その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 2,410
当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △1,976
当中間期変動額合計 △1,976

当中間期末残高 433
その他の包括利益累計額合計

当期首残高 2,410
当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △1,976
当中間期変動額合計 △1,976

当中間期末残高 433
純資産合計

当期首残高 17,165
当中間期変動額

剰余金の配当 △154
中間純損失（△） △3,334
自己株式の取得 △11
株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） △1,976
当中間期変動額合計 △5,478

当中間期末残高 11,687

中 間 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

-6-



朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

(単位：百万円)

期 別 当中間連結会計期間

（自 平成24年4月1日

科 目 至 平成24年9月30日）

保 険 引 受 収 益 48,138

（ う ち 正 味 収 入 保 険 料 ） ( 19,381 )

（ う ち 収 入 積 立 保 険 料 ） ( 26,101 )

保 険 引 受 費 用 46,996

（ う ち 正 味 支 払 保 険 金 ） ( 10,808 )

（ う ち 損 害 調 査 費 ） ( 675 )

（ う ち 諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ） ( 4,019 )

（ う ち 満 期 返 戻 金 ） ( 30,324 )

資 産 運 用 収 益 5,697

（ う ち 利 息 及 び 配 当 金 収 入 ） ( 2,595 )

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） ( 5,713 )

資 産 運 用 費 用 5,724

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ） ( 1,643 )

（ う ち 有 価 証 券 評 価 損 ） ( 4,039 )

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費 4,883

そ の 他 経 常 損 益 13

経 常 損 失 （ △ ） △3,755

特 別 利 益 80

特 別 損 失 2

特 別 損 益 78

△3,676

38

△380

△342

△3,334

△3,334

法 人 税 等 合 計

少 数 株 主 損 益 調 整 前 中 間 純 損 失 （ △ ）

中 間 純 損 失 （ △ ）

平 成 ２ ４ 年 ９ 月 中 間 期 の 損 益 の 状 況

経

常

損

益

特
別
損
益

税 金 等 調 整 前 中 間 純 損 失 （ △ ）

法 人 税 及 び 住 民 税 等

法 人 税 等 調 整 額
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

元受正味保険料（含む収入積立保険料）

金額 構成比 対前年増減率
（百万円） （％） （％）

火 災 5,694 12.0 －

傷 害 1,969 4.1 －

自 動 車 7,019 14.8 －

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 2,105 4.4 －

満 期 戻 長 期 27,656 58.1 －

そ の 他 3,132 6.6 －

合 計 47,577 100.0 －

（ う ち 収 入 積 立 保 険 料 ） ( 26,101 ) ( 54.9 ) ( － )

正味収入保険料

金額 構成比 対前年増減率
（百万円） （％） （％）

火 災 4,189 21.6 －

傷 害 1,497 7.7 －

自 動 車 6,870 35.5 －

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 2,184 11.3 －

満 期 戻 長 期 1,758 9.1 －

そ の 他 2,880 14.8 －

合 計 19,381 100.0 －

正味支払保険金

金額 構成比 対前年増減率
（百万円） （％） （％）

火 災 2,163 20.0 －

傷 害 532 4.9 －

自 動 車 4,469 41.3 －

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 1,906 17.6 －

満 期 戻 長 期 289 2.7 －

そ の 他 1,447 13.4 －

合 計 10,808 100.0 －

区分

当中間連結会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

種 目 別 保 険 料 ・ 保 険 金 ( 連 結 ）

区分

当中間連結会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

区分

当中間連結会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

(

(

(

)

)

)
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（会計上の見積もりの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当中間連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。
これによる当中間連結会計期間の経常収益、経常利益及び税金等調整前中間純利益に与える影響は軽微であります。

１．満期保有目的の債券

該当ありません。

２．その他有価証券 （単位：百万円）

55,406 54,474 932

11,923 9,249 2,673

20,454 20,033 421

2,174 2,023 151

89,959 85,780 4,179

40,235 40,402 △167

12,734 13,986 △1,252

36,266 37,244 △978

10,006 11,353 △1,347

99,242 102,988 △3,745

189,201 188,768 433
(注) １.

２.

合 計

時価を把握するのが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めていませ
ん。

当中間連結会計期間において、その他有価証券（時価を把握することが極めて困難と
認められるものを除く）について4,035百万円（うち、株式3,967百万円、その他の証
券67百万円）、その他有価証券で時価を把握することが極めて困難と認められるもの
について3百万円（うち、株式3百万円）減損処理を行っています。
なお、有価証券の減損に当たっては、時価を把握することが極めて困難であるものを
除く有価証券については、時価の帳簿価額に対する下落率が 50％以上の銘柄はすべ
て減損を行い、下落率が 30％以上50％未満の銘柄については、回復する見込みがあ
ると認められる場合を除き減損処理を行うこととしています。時価を把握することが
極めて困難と認められるものについては、発行主体の財政状態の悪化により実質価額
が著しく低下し回復が見込まれない場合は、実質価額とその取得原価との差額の減損
処理を行うこととしています。

中間連結貸借対照
表が取得原価を超
え な い も の

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他

小 計

中間連結貸借対照
表計上額が取得原
価を超えるもの

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他

小 計

会 計 方 針 の 変 更 等

有 価 証 券 関 係 （ 連 結 ）

種 類

当中間連結会計期間
(平成24年9月30日)

中間連結貸借
対照表計上額

取得原価 差 額
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（単位：百万円）

当中間連結会計期間
(平成24年9月30日)

破 綻 先 債 権 額 －

延 滞 債 権 額 －

３ ヶ 月 以 上 延 滞 債 権 額 －

貸 付 条 件 緩 和 債 権 額 －

計 －

貸付金残高に対する比率 －

(参考) 貸付金残高 7,238

（注）各債権の意義は次の通りであります。

①．破綻先債権

破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由に

より元本又は利息の取立て又は弁済の見込がないものとして未収利息を計上しなかった貸付

金（以下「未収利息不計上貸付金」という）のうち、法人税法施行令に定める一定の事由が

生じているものであります。

②．延滞債権

延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の再建又は支援を

図ることを目的として利息の支払を猶予したもの以外のものであります。

③．３ヶ月以上延滞債権

３ヶ月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上延滞

している貸付金で破綻先債権及び延滞債権に該当しないものであります。

④．貸付条件緩和債権

貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、

利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取り決めを行った

貸付金で、破綻先債権、延滞債権及び３ヶ月以上延滞債権に該当しないものであります。

リ ス ク 管 理 債 権 情 報 （ 連 結 ）
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朝日火災海上保険株式会社 平成２５年３月期 中間決算短信（連結）

（単位：百万円，％）

前事業年度末
(平成24年3月31日)

当中間会計期間末
(平成24年9月30日)

30,564 23,301

14,598 11,160
212 132
32 31

10,680 10,581
16 14

2,567 390
△476 △469

－ －
－ －
－ －

2,932 1,461

16,888 14,479

2,991 2,985
1 0

1,552 1,503
12,002 9,594

383 334
2,623 2,651

361.9 321.8

(注）

＜ソルベンシー・マージン比率＞
・

・

・
① 保 険 引 受 上 の 危 険 ：

( 一 般 保 険 リ ス ク )
(第三分野保険の保険リスク)

② 予 定 利 率 上 の 危 険 ：
( 予 定 利 率 リ ス ク )

③ 資 産 運 用 上 の 危 険 ：
( 資 産 運 用 リ ス ク )

④ 経 営 管 理 上 の 危 険 ：
( 経 営 管 理 リ ス ク )

⑤ 巨 大 災 害 に 係 る 危 険 ：
( 巨 大 災 害 リ ス ク )

・

・

「損害保険会社が有している純資産・準備金等の支払余力」(ソルベンシー・マージン総額)とは、損害保険会社の
純資産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金・異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の

ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつですが、

その数値が２００％以上であれば「保険金等の支払能力の充実の状況が適当である」とされています。

総額であります。

通常の予測を超える巨大災害(関東大震災や伊勢湾台風相当)により発生し得
る危険

災害に係る危険を除く。）

保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより
発生し得る危険等
業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記 ①～③及び⑤以外
のもの

し得る危険
実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生

(C) ソルベンシー・マージン比率
[(Ａ)/｛(Ｂ)×1/2｝]×100

「単体ソルベンシー・マージン比率」とは、保険業法施行規則第８６条（単体ソルベンシー・マージン）および

第８７条（単体リスク）ならびに平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出された比率です。

保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険 (巨大
「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額をいいます。

損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てて
おりますが、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険

が発生した場合でも、十分な支払能力を保持しておく必要があります。

予定利率リスク (Ｒ3)

(B) リスクの合計額

√｛(Ｒ1+Ｒ2)2+(Ｒ3+Ｒ4)2｝+Ｒ5+Ｒ6

一般保険リスク (Ｒ1)

資産運用リスク (Ｒ4)

経営管理リスク (Ｒ5)

こうした「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の（Ｂ））に対する「損害保険会社が保有
している純資産・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の（Ａ））の割合を示す

指標として、保険業法等に基づき計算されたのが、「ソルベンシー・マージン比率」（上表の（Ｃ））です。

巨大災害リスク (Ｒ6)

異常危険準備金

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額(税効果控除前)

第三分野保険の保険リスク (Ｒ2)

土地の含み損益

払戻積立金超過額

負債性資本調達手段等

控除項目

その他

価格変動準備金

危険準備金

ソルベンシー・マージン比率（単体）

(A) ソルベンシー・マージン総額

資本金又は基金等
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